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◆ 日　時：５月24日（金）15：00～ 20：000分
◆ 会　場：ホテル葛城／花ゆづき
◆ 参加者：106名

愛媛県中小企業家同友会 第40 回 定時総会

＜第一部＞15：00 ～17：00
⃝記念講演とグループ討論
　テーマ：「楽しむ精神」と「人とともに」
　　　　　　～学び合い 共に育つ組織づくり～
　報告者：平松 洋一郎 氏 
　　　　　　㈱ヒラマツ 代表取締役
　　　　　　三重同友会 代表理事
　※詳細は３ページをご覧ください。
⃝組織委員会からの問題提起

＜第二部＞17：10 ～18：00
⃝会員表彰
　※詳細はこのページの下段をご覧ください。
⃝総会議事
　※詳細はこのページの下段をご覧ください。

＜第三部＞18：30 ～20：00
⃝懇親会パーティー

≪スローガン ≫
40 周年に向かって、新しい風を起こそう！

～ 人を生かす経営に挑戦し、輝く未来を切り拓く ～

　第１部の記念講演とグループ討論、組織委員会からの問題提起
が終了後、休憩を挟み第２部の会員表彰と総会議事に移りました。
出席者 86 名（総会開会時）、委任状 159 名、合計 245 名で総会
の成立が報告され、武田正輝・米岡一嘉両氏が議長に選出され進
行していきました。

【第1号議案】2023 年度活動総括並びに2024 年度活動方針
　米田順哉代表理事から、議案書に基づいて 2023 年度の活動総
括と 2024 年度の活動方針が報告されました。また、全研に向け
て会勢 540 名達成を目指すとともに見識見解を高めるために 7 月
より開講する役員研修大学への参加の呼びかけがありました。

【第２号議案】2023 年度決算、2024 年度予算
　第 2 号議案の 2023 年度決算と会計監査報告、2024 年度予
算案について、大北雅浩事務局長より提案がありました。

【第３号議案】2024 年度理事候補者
　第３号議案の 2024 年度理事候補者については、新任 9 名を含
む 39 名の新体制が大北雅浩事務局長より提案されました。

【議案の採決】
　第 1 号から第 3 号議案が全会一致で承認されました。
　議案の内容は、5月中旬に郵送された「第40回定時総会議案書」
をご参照ください。
　2024 年度も共に全力で突き進んでいきましょう！議案提案の報
告をされました方、議長のご両名、大変お疲れ様でした。

寄稿：藤原 里穂さん（愛媛同友会事務局）

≪総 会 議 事≫

全研 in 愛媛のアピール（懇親会）経営課題にドロップキック！（懇親会）

≪組織委員会からの問題提起≫
　内藤成博委員長から、以下のような報告がありました。
　愛媛にて 2 月 6、7 日開催予定の中小企業問題全国研究集会（以下、
全研）までの会員目標数である 540 名に対し、現状は会員数 409 名で
あるとの再確認がありました。目標数の 540 名という数字は県内組織
率３％を示しており、数が地域への影響力に大きくかかわるため、会員
数の増加は必須であるとの説明がありました。
　理事や幹事の皆さんを中心に「でも・だって・だけど・どうせ」を「だ
からこそ」の口癖に変換し、意識の改革に臨みましょうと力強い呼びか
けがありました。
　また、組織委員会は『One for members,members for one！！』
のスローガンを掲げて活動するので、会員一人一人の目標達成意識をお
願いしたいとの言葉で締めくくられました。

永年会員表彰

≪会 員 表 彰≫
　会員拡大表彰では、15 名ご紹介いただいた松山支部第 3 地区会を
代表して、副地区会長の川﨑暁子氏が表彰されました。
　また、当日出席いただいた在籍 30 年の㈱アイ・セディク 篠﨑靖浩氏、
在籍 20 年の㈱コピー愛媛 中村剛氏、愛和印刷㈱ 阿部国弘氏、日野
啓介社会保険労務士事務所 日野啓介氏の功労表彰が行われました。
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　愛媛同友会創立 40 周年を迎えた今年度の定時総会は、来
年２月６日（木）・７日（金）に初めて愛媛県で開催される中小
企業問題全国研究集会（以下、全研）の大成功に向けて、一
段と活気に満ちあふれた素晴らしい総会となりました。その
中でも記念行事として、前年度に三重県で開催された全研の
実行委員長を務められた平松洋一郎さんをお迎えし、「楽しむ
精神」と「人とともに」をテーマとした経営実践報告、また全
研を終えてからの三重同友会の変化についてご報告いただき
ました。

　平松さんは後継者という中間的な立場で経営者と社員さん
との関係性に悩み、苦しんでいた中、同友会の「労使見解」
に触れたことがきっかけとなり、社員さんと共に良い会社をつ
くるために、自分が会社のトップになって新しい組織づくりや
社員さんとの良い関係づくりに取り組まれたとお話しいただき
ました。
　平松さんが代表になられてからは雇用も大幅に増えるという
状況の中、組織の仕組みを大きく変え、同時に人との関わり
を従来とは変えてこられました。
　そのような中で、これまでの製造業に加え、創業者が思い
描いていた福祉の事業も一つの会社で事業化されており、創
業の精神を平松さんが承継し、実現化されているところに大
変感銘を受け、経営をする中で私たちが目指していくべき姿だ
と感じました。

　以前の三重同友会は全国行事への参加に消極的な会員さん
が多かったそうです。ですが、平松さんはコロナ禍もあり暗かっ
た会内の雰囲気を何とか変えたい、全国から勢いのある経営
者が三重に集まれば三重同友会が変わるのではないか、との
思いで全研の開催地として立候補し、実行委員長を務められ
ました。
　開催にあたり会内では賛否両論ありましたが、平松さんに
とっては成功しても失敗したとしても誰もが経験できることで

はないからこそ、得られる価値があるはずだし、会員さんの
学ぶ機会、成長する機会を奪ってはならないと考えることは自
社の社員さんに対しても同じであると話されていました。
　開催後の三重同友会の変化としては、会員さんそれぞれに
学ぶ仲間ができ、年に一回は全国行事に参加し、学びたい
という声も上がり、会内でも積極的に学ぶ姿勢をもった会員
さんが増えたそうです。全研に向けて積極的に関わることで、
多くの情報を得られ、考える幅や人脈が広がり、会社経営に
も活かされるきっかけづくりにもなった、と話されていました。

　経営実践報告と三重全研の開催について共通していること
は、平松さんの「現状を変えたい」と思う気持ちです。今回の
座長でもあり愛媛全研の実行委員長を務める渡部伸哉さん
は、自分の成熟度を高めていくには自分を「変えたい」と思う
気持ちを持つことから始まる、どうせやるなら自分自身の成熟
度を高めるために、愛媛全研をみんな盛り上げていきましょう！
と声高らかに呼びかけ、愛媛同友会のさらなる飛躍を確信さ
せるような総会となりました。

寄稿：中 篤史さん
（㈱ナカフードサービス／松山支部第 2 地区会）

◆ 報告者：平松 洋一郎 氏
㈱ヒラマツ 代表取締役／三重同友会 代表理事・第 54 回中小企業問題全国研究集会 in 三重 実行委員長

≪記念講演 ≫
「楽しむ精神」と「人とともに」

～ 学び合い 共に育つ組織づくり ～

熱くグループ討論

田中代表理事の開会挨拶 全研のバトンタッチ
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お名前 所属 役職

中村　時広 愛媛県 知事

藤田　　仁 松山市 副市長

山本　一英 東温市 部長

村上　貴樹 今治市 産業政策局長

三谷　陽紀 伊予市 産業建設部長

徳居　芳之 松前町 副町長

中島　　徹 日本政策金融公庫　松山支店 支店長　
国民生活事業副事業統轄

新名　秀一 日本政策金融公庫　新居浜支店 支店長

井手　正一 愛媛県信用保証協会 常務

檜垣　直孝 愛媛信用金庫 専務理事

菊川　　泰 連合愛媛 会長

仁科　弘重 愛媛大学 学長

坂原　　明 聖カタリナ大学 学長

（敬称略　順不同）

ご来賓のみなさま
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参加者へのインタビュー
「あなたにとって同友会とは？」

　総会の合間を縫って参加者のみなさんに突撃インタビューし、
「あなたにとって同友会とは？」と題してコメントをいただきました。

寄稿：広報情報化委員会のみなさん

　例会等に積極的に参加
して学びを深めるととも
に、人とのつながりを広
げていきたい。

㈱ yoasobi
愛媛支社長　山田 晋平さん

（松山支部第３地区会）

　経営者として浅いので、足り
ない部分として事業計画や経営
理念などを突き詰めて学んでい
く、且つ仲間を増やしていけた
らと思っています。

㈱魅せるぜえひめ愛
代表取締役　石鎚 山太郎さん

（伊予・松前支部）

　昨年入会、三重全研を
経て今年幹事します。経営
理念と指針書を作り、どん
どん良い会社づくりにアク
ションの 1 年にしま～す。
良い出会いに感謝です。

㈱ Monkey Magic
（久留米ラーメン光屋）

代表取締役　西田 光宏さん
（今治支部）

　みんなを引っ張れるよ
うな人材になれるように、
今後は勉強しながら歩ん
でいきたいと思います。

㈱ジーリング
取締役　髙市 修平さん
（松山支部第２地区会）

　前年度は自身の学びを
深める事が出来たと感じ
ています。今後は得た学
びを皆さまのお役に立て
るような行動が出来れば
と思っています。

Ｍ＆Ｃ タナカ
代表　田中 広明さん

（四国中央支部）

　人生の大先輩ばかりい
らっしゃる中で、これか
ら勉強できるのかな、と
いう期待に胸を膨らませ
ています。

㈱アイディエーション
松山支店長　山岡 悠介さん

（松山支部第１地区会）

　愛媛同友会に期待する
ことは来年２月全研 in 愛
媛の成功。盛り上がりを
三重から大人数連れて確
認に来たいと思います。
頑張って下さい！

㈱ヒラマツ
代表取締役　平松 洋一郎さん

（三重同友会）
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　第 40回定時総会で承認された、2024 年
度の理事の皆さんをご紹介します。意気込み
や自己紹介、座右の銘などの一言をいただき
ました。

　同友会運動の中から、人の成長が企業の成長につな
がることを実感しています。次世代につないでいくこ
とが重要な使命だと思っています。

　創立 40 周年（全研 in 愛媛）に向けて、一致団結して増
強に努めましょう。学んだことを実践し、良い会社づくり
を目指していきましょう。

　今年度は経営指針を成文化
し実践することをすすめて会

員企業が躍進すること、環境経営を社員参加型で行い
外部へ発信すること、憲章 · 条例運動を地域とともにす
すめていくことを主に同志を募っていきたいです。

　事業継承して２年。最近は釣り、キャンプ、ゴルフ、
盆栽と、趣味を楽しみながら会社を見守っています。
　いつでもお誘いお待ちしてます！

　今年度は全研一色！！自分自身にとって自社の経営に
とって愛媛同友会にとってもターニングポイントにな
る年に！！関わってくれる全ての人に感謝を！

　皆さんとワクワクしながら、楽しく増強がしたいで
す。その為にも、経営と同友会と、不離一体を実践し
たいと思っています。

　会社経営が「自分ゴト」であるように、同友会運動も「自
分ゴト」になる愛媛同友会でありたいです！
　共に歩んでいきましょう！

ＮＰＯ法人
家族支援フォーラム

理事長

代表理事

米田 順哉

副代表理事
求人教育委員会 委員長

今村 暢秀
㈱世起

代表取締役

代表理事

田中 正志
義農味噌㈱

代表取締役

副代表理事

三好 大助
㈱フェローシステム

取締役会長

副代表理事

佐藤 慎輔
サトー産業㈱

代表取締役

副代表理事
全研 in 愛媛実行委員長

渡部 伸哉
㈲三和興産

代表取締役

副代表理事

桑波田 健
岡田印刷㈱

代表取締役

 2024 年度 
 愛媛県中小企業家同友会 

 理事紹介 
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　何を学ぶかより、誰と学ぶか。それはとても重要な
ことだと思います。同友会にはそんなこの人と学びた
いと思える「誰と」がたくさんいる場だと考えています。

　松山支部第 1 地区会、経営
労働委員会、青年部委員会を盛り上げていきます！そ
して、愛媛同友会、愛媛経済の活性化に貢献できるよ
うがんばります！今年も楽しく学びましょう！

　今と、これから未来へ繋げるため「一期一会」を大切に、
「堅忍不抜」の志をもって企業経営と同友会運動を実践し
ています。

　希望ある地域づくりと全研 in 愛媛の成功に向けて頑
張ります。皆さん宜しくお願いします。

　座右の銘は「為せば成る」。学んだら実践あるのみ。
　チャレンジすることを恐れず、全研へむけて仲間作りを
楽しんでいきます！

　清く正しく朗らかに。また良い一年を積み重ねられるよ
う、頼り頼られ生きていきたいと思います。
　良い人に囲まれ幸せな人生です。

　今年度から松山支部第 3 地
区会長となりました。幹事の皆さんと協力しながら、
同友会の学びや様々な活動を楽しむことができるよう
な第 3 地区会にしていきたいと思います。

　久しぶりの理事復帰となりますが、今年は全研 in 愛
媛に向けて松山支部を盛り上げ活性化につなげていき
たいと思います。

千代田商事㈲
代表取締役

理事／松山支部幹事長
松山支部第２地区会長

川本 創

理事／松山支部第１地区会副地区会長
青年部副委員長

中田 琢磨
㈱フェローシステム

代表取締役

理事／松山支部第１地区会幹事長
経営労働副委員長

山本 康弘
㈱日の出都市開発

代表取締役

理事
松山支部第２地区会副地区会長

金子 司郎
合同会社
テクノロジープロダクツ

ゼネラルマネージャー

理事／女性部委員長
松山支部第３地区会副地区会長

川﨑 暁子
㈱エルパティオ

代表取締役

理事
松山支部第２地区会幹事長

清水 栄治
㈱清水屋

代表取締役

理事／松山支部長
松山支部第１地区会長

山口 光俊
二幸送風機㈱

代表取締役

理事／松山支部副支部長
松山支部第３地区会長

中村 剛
㈱コピー愛媛

代表取締役
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　経営理念「大丈夫！あなたには かがやきがいます！」皆
さんのお役に立てることをモットーにしております。お気軽
に、お声がけください (*^^*)

　本年度の今治支部スローガン
は「今こそ変革の時 一歩踏み出せば、新たな未来が待ってい
る」。新たな出会いを求めて一歩踏み出し、自己の変革を会社
の変革につなげ、明るい未来へと向かう一年にしましょう！

　社員さんとも、同友会会員さんとも、委員会の委員さん
ともみんなで成長していきます！
　みんなが幸せになるといいな (^^♪

　初の理事です。諸先輩方から、たくさん吸収して、咀嚼し、
自分のものにしていきます。学びながら、なかまをつくる！
楽しみながら務めて参ります。

　今年から理事になりました。まだまだ名ばかりですが、
行きたくなる同友会、帰りたくなる同友会を目指して頑張
ります！女性部委員会もよろしくお願いします！

　今年度も履くことになった２
足の「長」草鞋は底が抜けそう

です。ただ、大幅に会員さんが増えた支部、言いたい事が
言える委員会とメンバー皆さんのおかげで順調です、あり
がとうございます。今年度もよろしくお願いいたします。

　学べることの楽しさを伝えて、より良い会社作り、地域
活性化に取り組んでいきます。常にチャレンジ精神で！

　とろける鉄　はじける炎　鉄のことなら俺に聞け！

㈲石川工作所
代表取締役社長

理事
四国中央支部副支部長

石川 義和

理事
四国中央支部幹事長

森田 文子
㈱かがやき総合保険企画

業務部長

理事
今治支部長

松田 泰幸
㈱平野

代表取締役

理事／地域共生委員長
今治支部副支部長

今岡 健一
合同会社 発達の木

代表社員

理事
今治支部幹事長

末竹 伸
社会福祉法人 Sign

常務理事

理事／伊予 · 松前支部長
広報情報化委員長

武田 正輝
恭栄自動車㈱

代表取締役社長

理事
松山支部第３地区会幹事長

矢野 領子
㈱フェローシステム

取締役

理事
四国中央支部長

菅 好裕
ネッツトヨタ瀬戸内㈱
めんどり店

マネージャー
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　昨年４月のペレット工場火災
からの復旧が一段落つきまし

た。同友会の仲間にも励ましをいただき、ありがとうござ
いました。これからがんばります。また南予支部で、内子
バイオマス発電所の見学例会を予定しています。

　昨年度に引き続き経営指針セミナーの運営に尽力して参
ります。よろしくお願いいたします。

　理事、経営労働委員として経営指針を毎年更新、実行。
　皆さんと学んだことを実践して、良い会社、良い経営者
をめざします。

活動テーマ　
【地域づくり＆人づくり】

①インタビューシップ 「地域で若者を育て、地域に若者を
残す！」運動　②ワンシート経営指針成文化作成運動 「小
さな一流企業づくり」

　昨年度は、例会に数多くの
ゲストをお呼びすることができました。その結果、活気の
ある例会が開催され入会につながったと思います。今年度
も、伊予 · 松前支部張り切って  いーよ！

　『こだわることにこだわり過ぎない』

　同友会に入会して早いもので 17 年。17 年目にしてやっ
と同友会の真の楽しさがわかってきました。楽しさの輪を
広げながら、全研迎えたいと思います。

　「地域づくり」を「企業づくり」と「同友会づくり」に直結
させる取り組みを研究中です。
　南予らしい支部を目指し頑張ります。

㈱誠実村
代表取締役社長

理事
南予支部長

原田 浩

理事
南予支部幹事長

内藤 昌典
㈲内藤鋼業

代表取締役

理事
経営労働委員長

石原 公彦
Ｋｅｙｓｔｏｎｅ  Ｂａｒ

代表

理事
経営労働副委員長

武井 得誠
㈲ Elysion

代表取締役

理事
求人教育副委員長

堀内 章
Social・Connect

代表

理事／青年部委員長
求人教育副委員長／総会実行委員長

好永 隆之
㈱昆布森

常務取締役

理事
伊予 · 松前支部副支部長

八束 和志
㈱ヤツヅカ

代表取締役

理事
伊予 · 松前支部幹事長

山﨑 剛
協和パックス㈱

代表取締役社長
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　同友会３つの目的の３番目である、よい経営環境を実現
するよう努力します。
　皆さん！ご協力をお願いします。

　量から質の経営「スモールグッドカンパニー」を会社のビ
ジョンに掲げ、これからも社員の人生が豊で幸福になれる
企業を目指しています。

　今期より組織委員長を拝命
いたしました。

　「One for members ,members for one！」（１人は会
員の為に会員は一つの目標の為に）のスローガンの下、目
標に向かって全力で頑張ります。

　同友会で学んだことを会社に活かして日々頑張っていま
す。この一年よろしくお願いします。

　同友会の学びを活かして、良
い会社 · 経営 · 仲間 · 地域づくりができるよう、微力なが
ら頑張っていきます。委員会では合同例会等を通して新た
な出会い、ネットワークの構築に努めます。

　同友会に出会い、経営者が学ぶことの大切さを知りま
した。1 人でも多く仲間を増やし、愛媛を活性化させてい
きたいです！

　2024 年度は、2025 年２月に開催される全研 in 愛媛
の環境経営委員会担当分科会の準備、運営、成功に集中
して取り組みます。

　ご家族が幸せになるための
場所である住宅は、最大限の安心と安全、最小限のラン
ニングコストで暮らせる住宅であると考え、愛媛の風土を
活かしたお客様の理想の住宅を提供しています。

えひめ住販㈱
代表取締役

理事
環境経営副委員長

滝口 貴士

理事
政策委員長

米岡 一嘉
オーガスト

代表

理事
政策副委員長

眞鍋 明
㈱マルブン

取締役会長

理事
組織委員長

内藤 成博
㈲福助珍味

代表取締役

理事
組織副委員長

横田 真人
㈲エムワイ

代表取締役

理事
女性部副委員長

大坂 忍
逢坂

代表

理事
地域共生副委員長

野中 康志
特定非営利活動法人
ライフサポート友伍

部長

理事
環境経営委員長

平野 啓三
㈱平野

取締役会長



四国中央支部／中小企業魅力発信月間 11

中小企業の社会的責任（憲章条例ワークショップ）
～ わいわいがやがや 楽しみながら学べちゃう ～

四国中央支部 5月例会

　５月の四国中央支
部の例会は熊本県中
小企業家同友会で憲
章条例推進本部長を
されている熊井聡氏を
招いての、良く分から
ない、ちょっと難しい
と感じる「憲章・条例」

をワークショップで楽しく学ぶという斬新な企画でした。
　各々皆さん自社の問題と地域の問題を書き出す事で分析や意
見交換をして理解を深める事が出来たのではないかと思います。
　現在、四国中央が抱えている問題は日本が抱えている問題
の縮図です。人口減少の影響は少なからず影を落としていま
す。消滅都市に指定されてしまうなど市が抱えている問題が

表面化してきています。
　しかしながら、四国中央市は古くからの紙産業の街で多く
の方が起業して輝いている街でもあります。四国中央支部の
同友会メンバーは皆さん生き生きとしています。
　一方で街が少しずつ活力を失っている事に早くから気づき誰
よりも四国中央市の未来を憂いてもいます。街の根底にある魅
力をちゃんと見直していき、それを発信することでその魅力が
肌で感じられるような街にしていく必要があると思います。
　中小企業は社会の主役です。しかしながら個々の企業の力
は大きくはありません。速やかに中小企業憲章の趣旨に則り、
我々中小企業が何をできるかを意思表明し、市に呼びかけ大
きなうねりとしていくことが大事なのではないでしょうか。そ
の為の一歩が踏み出せた日だったのではないでしょうか。
　我々中小企業家が市を変えていくのです。そう遠くない未
来で振り返った時に四国中央市が大きく輝くきっかけになった
のはこの５月の例会だったよねって言えるぐらい熱い例会だっ
たと思います。

寄稿：石川 達也さん
（㈲愛媛工業／四国中央支部）

◆ 報告者：熊井 聡 氏
㈲魚光 代表取締役／熊本同友会 副代表理事・憲章条例推進本部長

◆ 日　時：５月 16 日（木）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：ホテルグランフォーレ
◆ 参加者：30 名

７月の１ヶ月間は「中小企業魅力発信月間」です

【ロゴマークの意味】
　日本経済を支えている多くの中小企業・小規模事業者を柱に見立て、緑の矢印で「企業の成長」
を表現しています。昭和・平成・令和と時代が移りゆくなかで中小企業はいつの時代も日本経
済を支え続けています。さらに日本を元気にするために “ ホップ・ステップ・ジャンプ ” と令
和時代にさらに飛躍することの期待を込めつつ、中小企業庁のロゴにもある楕円の線とその先
端の丸いオブジェクトを配し、不変の支援を続けていく決意も表現しました。（中小企業庁）

寄稿：米岡 一嘉さん
（オーガスト／政策委員長）

7 月 20 日は中小企業の日

　中小企業基本法の公布・施行日である7月20日は「中小企業の日」です。各自お仕事をつうじて中小企業・小
規模事業者の存在意義や魅力を発信していきましょう。

左から報告者の熊井聡さん、
座長の佐藤慎輔さん

ワークショップの様子

レクチャーの様子



俳友会

お済みですか!?「同友会名簿アプリ」のインストール
　愛媛県中小企業家同友会では、会員同士のコミュニケーションを促すととも
に会の活性化を目指し、「同友会名簿アプリ」を導入しました。
　名簿の検索・閲覧はもちろん、メッセージの送受信や無料通話、スケジュール
の確認も可能な便利なアプリです。非常に便利です。
　ぜひインストールしていただき、ご活用ください！
※�最初のログインにＩＤとパスワードが必要です。e.doyu と同じものです。お分かりに

ならない場合は事務局までお問い合わせください。
※パソコンでの利用も可能です！　URL：https://web.doyumeibo.jp/#/
※�今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

【お問合せ】愛媛同友会事務局　電話：089-948-9920　メール：info@ehime.doyu.jp
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七
月
に
な
り
ま
し
た
。い
よ
い
よ
夏
の
盛
り
で
す
。近
年
は
猛
暑
の
日
々
で
、

暑
さ
を
楽
し
む
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、俳
句
の
季
語
に
は
「
炎
暑
」 「
極

暑
」 「
溽
暑
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
不
快
さ
ま
で
も
楽
し
ん
で
し
ま
お
う
と
い

う
、
懐
の
深
さ
が
俳
句
に
は
あ
り
ま
す
。

◆ 

最
優
秀
賞
　

　
サ
ン
グ
ラ
ス
下
げ
て
ガ
マ
口
の
ぞ
き
こ
む

弓
立 
公
司
さ
ん（
㈲
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　
夏
の
日
差
し
が
き
つ
い
の
で
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
で
か
け
ま
し
た
。
い
つ

も
と
違
う
装
い
に
な
ん
だ
か
気
分
も
上
が
り
ま
す
。
お
店
で
買
い
物
を
し
て
会
計

を
済
ま
せ
よ
う
と
ガ
マ
口
を
開
け
る
と
、
中
の
小
銭
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
少
し

サ
ン
グ
ラ
ス
を
下
げ
て
、
ガ
マ
口
の
小
銭
を
確
か
め
て
い
る
自
分
が
な
ん
だ
か
滑

稽
で
す
。
サ
ン
グ
ラ
ス
で
お
洒
落
な
気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、ふ
と
我
に
返
っ

た
瞬
間
で
す
。
夏
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
上
手
く
切
り
取
り
ま
し
た
。

◇
特
別
賞（
季
重
な
り
が
効
い
て
い
る
で
賞
）　

　
空
蝉
が
朝
日
を
浴
び
て
セ
ミ
の
声

竹
河
内 

博
之
さ
ん（
愛
媛
同
友
会
事
務
局
）

　「
空
蝉
」も「
蝉
」も
夏
の
季
語
で
す
。
こ
の
二
つ
の
季
語
を
一
句
に
入
れ
る

の
は
中
々
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
朝
日
に
映
え
る
空
蝉
、
遠
く
か
ら
響
く

セ
ミ
の
声
、
映
像
と
音
響
を
そ
れ
ぞ
れ
の
季
語
に
担
わ
せ
見
事
に
一
句
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

　
　
　

◇
特
別
賞（
季
重
な
り
が
効
い
て
い
る
で
賞
２
）　

　
昼
下
が
り
太
っ
た
金
魚
と
向
日
葵
と

津
田 

雅
士
さ
ん（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）

　
こ
ち
ら
も
季
重
な
り
の
一
句
。「
金
魚
」も「
向
日
葵
」も
夏
を
代
表
す
る
季

語
で
す
。
こ
れ
ら
を
一
句
に
入
れ
て
詠
む
の
も
胆
力
の
要
る
こ
と
で
す
。
作
者

は
、
あ
え
て
「
金
魚
」
と
「
向
日
葵
」
を
並
列
に
置
く
こ
と
で
、
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
な
夏
を
表
現
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
中
七
の「
太
っ
た
」と

の
形
容
が
、
今
こ
の
状
況
に
満
足
し
て
い
る
作
者
の
気
分
を
表
し
て
い
ま
す
。

◇
特
別
賞（
夕
焼
賞
）　

　
夕
焼
の
路
地
の
裏
道
一
直
線

國
光 

重
子
さ
ん（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー 

津
田
さ
ん
の
お
義
母
様
）

　
夕
焼
に
向
か
っ
て
、
路
地
裏
の
道
が
一
直
線
に
伸
び
て
い
ま
す
。
路
地
裏
に
人
気
は
無

く
、
た
だ
道
が
一
直
線
に
伸
び
て
い
ま
す
。
夏
の
夕
方
の
素
敵
な
光
景
で
す
。

◇
特
別
賞（
空
蝉
賞
）　

　
空
蝉
や
子
供
の
頃
の
戦
利
品

渡
部 

一
美
さ
ん（
㈲
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　
上
五
の
助
詞
を「
や
」と
し
て
い
る
の
で
、
空
蝉
を
詠
嘆
し
、
切
れ
を
入
れ
た
形
に
な

り
ま
す
。「
空
蝉
」と「
戦
利
品
」の
因
果
関
係
が
遠
い
場
合
の
作
り
と
な
り
ま
す
。「
空
蝉
」

と「
戦
利
品
」が
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
と
分
か
る
作
り
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　（
例
）
戦
利
品
の
空
蝉
茣
蓙
に
並
べ
た
り

　
い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず
自

由
に
詠
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

�

講
評
：
髙
橋 

大
輔
さ
ん（
広
報
情
報
化
委
員
）

  

九
月
号 

兼
題
　

「
稲
妻
」  「
鰯
雲
」  「
枝
豆
」  

「
赤
蜻
蛉（
あ
か
と
ん
ぼ
）」  「
青
蜜
柑
」

９月 投句QR

締切８月15日

  

八
月
号 

兼
題
　

「
熱
帯
夜
」  「
朝
焼
」  「
盆
踊
」  

「
法
師
蝉
」  「
朝
顔
」

8 月 投句QR

締切７月15日

　

最
優
秀
賞
の
弓
立
公
司
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
㈱
ア
ラ
ク
ー
ル（
辻
加
世
子
さ
ん

／
松
山
支
部
第
３
地
区
会
）の
ス
テ
キ
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

辻
パ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
、

人
気
の
美
味
し
い
パ
ン
達
を
ぎ
ゅ
っ
と

詰
め
込
み
ま
し
た
！
粉
や
酵
母
に
こ
だ
わ

り
、
大
き
く
焼
い
た
パ
ン
は
、
美
味
し
さ

満
点
！
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
ま
せ
！！ 

辻 加世子さん
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新会員のご紹介【３名】（５月理事会承認）

愛媛同友会は “ 仲間づくり運動 ”を推進しています。
共に学ぶ仲間を増やすには、会員の皆さんからのご紹介が欠かせません。

「経営者を一人ぼっちにしない」「会員は互いの辞書の 1 ページ」。
物価高騰や賃上げなど、経営課題は山積していて、経営の勉強をしなければ
企業の維持・発展が難しい時代となっています。
まずは例会等へのゲスト参加から。
お知り合いの経営者をご紹介ください。

会員一人がひとりのゲストを！

愛媛同友会事務局
TEL：089-948-9920　
メール：info@ehime.doyu.jp
※メールの方は件名に
　【ゲスト紹介】とお付けください！

ご紹介はこちらまで！

谷木 一孝さん（たにき かずたか）
伊予・松前支部
愛媛エナジー㈱ 代表取締役
新電力の販売業務
〒 790-0833　
松山市祝谷 6 丁目 1078-8 8mix2C
ＴＥＬ：090-1575- 8486
紹介者：㈱リーサン 影浦 一夫

松木 健さん（まつぎ けん）
伊予・松前支部
Ｗ-ＵＰ 代表
オンライン営業コンサルタント、採用ソリューション
アドバイザー、認定ＩＴコーディネーター（経産省推奨）
〒 790-0012　松山市湊町４丁目1-12
ＴＥＬ：089-989-3823
紹介者：㈱薄墨羊羹 中野 恵太

中泉 輝彦さん（なかいずみ てるひこ）
松山支部第２地区会
㈱かがやき総合保険企画 代表取締役
損害保険、生命保険代理店
〒 799-0422　四国中央市中之庄町 70-1
ＴＥＬ：0896-28-8951
紹介者：岡田印刷㈱ 桑波田 健

11月 24 日（日）
午後（時間未定）
※詳しくは決まり次第

お知らせします。　

【予告】恒例！ 吟行句会ライブ
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2024 年度 愛媛同友会  第1 回理事会  議事録
【日時】2024 年５月 30 日（木）18：30 ～ 20：30　　【会場】松山市男女共同参画センター・Zoom
【出席】理事 33 名　委任 6 通　事務局３名　　【議長】渡部 伸哉　　【議事録】藤原 里穂

開会挨拶：田中 正志
新理事を迎えての第１回目の理事会ですね。定時総会は全研の
弾みになる、熱のこもった素晴らしいものでした。様々な問題
はありますが、けじめのある良い理事会、良い同友会を目指し
ていきましょう。

承認事項
（１）�入退会承認　入会：3 名、退会：1 名。会員数：409 名（期

首：407 名）…大北　→　承認
　　 �あと 1 名で 410 名を突破します。各支部の総会や例会でゲ

ストへのお声掛けをお願いします。
（２）�愛媛同友会ホームページ見直しプロジェクトの進捗報告

と承認…武田　→　承認
　　 �当初、制作業者はコンペを開催する予定でしたが、説明会

へ参加した 3 社で共同制作することになりました。①会員
増強と全研に役立つ、ステキなホームページを作る②全研
の PR が始まる 10 月ごろまでに作る③なるべく出費を抑
制するが予算 80 万円をオーバーする、ことを提案します。

報告事項
（１）愛媛同友会第 40 回定時総会の感想交流
　　 �参加者数：93 名（会員 86 名、他県会員 2 名、ゲスト 1 名、

オブザーバー 4 名）、来賓：13 名
　　 �大北事務局長より、請求書発行システムで不具合が発生し

ている件について報告とお詫びがありました。
　　 �※理事より以下のような感想が出ました。
　　 ⃝一体感があり、大変盛り上がった。
　　 ⃝�総会でのグループ討論は珍しいが、報告内容やテーマ設

定もよく、会歴関係なく学びになった。
　　 ⃝�知事が最後まで参加してくれたことや来賓の方々からも活気の

ある総会だったと喜んでもらえたことが印象的で大変よかった。
　　 ⃝地域の発信力は数が大切。会員増強を引き続き頑張りましょう。
　　 ⃝本来の姿である経済の地域内循環に目を向けていきたい。
　　 ⃝�境遇が似ている三重同友会のバックアップの力強さを感

じ、やる気になれた。
（２）�2024 年度総会議案に関する意見・質問への回答…大北・米田

2024 年度総会議案について、石川義和さんから意見・質
問が提出されました。回答の場の認識に行き違いがあり、
大変申し訳ありませんが、2024 年度予算に関連する 2 つ
の質問について、正副代表理事会議でまとめた回答を米田
代表理事よりご報告します。→理事会資料参照

（３）全研 in 愛媛についての進捗報告…渡部
　　 ⃝日時：2025 年 2 月 6 日（木）・7 日（金）
　　 ⃝�会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル、県民文化会館、道

後山の手ホテル、ふなや

　　 �⃝月に 1 回、三役会と実行委員会を開催して準備を進めています。
　　 �⃝�予算については間際まで流動的なので、現状は参加費

27,000 円（懇親会有）、17,000 円（懇親会無）に設定。
　　 �⃝�仲間の輪を拡げる担当（米田さん）より、県内動員のため

に各支部・地区会で 6 ～ 8 月の 3 ヵ月間で全会員さんへ
の声掛けをお願いします、と呼びかけがありました。

（４）�社員さんが例会等で報告する時の謝礼の取り扱いについて
（前回理事会から継続）…米田

　　 �謝礼の支払いに関するルールを作りましょう。正副代表理
事会議で案を作成し、6 月以降の理事会で提案します。

（５）�理事会を基本リアル開催する提案について（前回理事会
から継続）…米田

（６）各支部・地区会からの報告…議事録参照
（７）各委員会等からの報告…議事録参照
　　 �組織委員会（内藤）：増強のために動画制作をしたり、8 月

には行事を企画中。理事者は 1 名入会を約束してほしい。
（８）その他
　　 �対外的な取り組みを実施する際は、まず正副代表理事会

へ報告・提案をしていただき、組織的に対応していきま
しょう。

（９）全国・他団体行事について
　　 �女全交 in 大阪と中同協総会 in 宮城の案内

協議事項
⃝新メンバーを加えた 2024 年度理事会のスタートにあたって
　１．�愛媛同友会「理事の心得」「役員の選考基準について」

の再確認（議案書 P66）
　２．�「同友会運動の発展のために」（P22 ～）の読み合わせ
　３．愛媛同友会役員研修の開催と参加について…米田
　４．意見交流と決意表明（出席した新理事者）
　　 　〔新理事のコメント〕
　　 　⃝�まずは、経営指針書を作成し、よりよい経営を目指

したい。そして仲間を増やしていきたい。
　　 　⃝�まずは自分自身が同友会を学んで着実に成長したい。

そして支部に持ち帰り、よい運営を目指したい。
　　 　⃝�恐る恐る参加したが、会議の中で少し理事者ということを

実感。しっかり学び、お役に立てるように頑張っていきたい。
閉会挨拶：米田 順哉

400 名の引力が強いですが、頑張って突破しましょう。そして、
決めたことはやりましょう。自社でも、同友会でもそうですが、
1 つ 1 つの積み重ねが大切です。決めたことを実行し、高みを
目指していきましょう。また、役員研修大学は理事者の皆さん
は是非とも全員参加でお願いします。






